
 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    

    

 

 

 

 

 

 
  



 

    

    

 

 

 

国立市では、緑を次世代に残していくため、平成 15（2003）

年に「国立市緑の基本計画－生き物と共に暮らせるまち・

くにたち－」を策定しました。生物多様性の保全を主軸に

おいたコンセプトは、当時の緑の基本計画としては特徴的

なものでありました。 

大学通り緑地帯や街路樹、住宅街などの緑のほか、崖線

樹林地、農地、河川など、様々な自然環境に暮らす生き物

たちの生息状況調査を実施するとともに、生態系の保全を

念頭に置いた緑の創出や保全に係る各種施策を展開して

まいりました。 

 

計画策定から 20 年が経過し、気候変動に伴う猛暑の増加や自然災害の激甚化、生き物の生息

環境の減少など、緑を取り巻く社会情勢は大きく変化しましたが、これらの課題解決に当たっ

て、緑の多面的な効能は改めて見直されています。緑の存在は、私たちの生活にうるおいとや

すらぎを与えるだけではなく、私たちが持続可能な社会を実現していく上で、欠かせない存在

と言えます。 

 

また、生物多様性保全の観点については、令和 5（2023）年に「生物多様性国家戦略 2023-

2030」が閣議決定され、生物多様性の損失を止め、回復させていく「ネイチャーポジティブ」

の考え方が示されたように、豊かな生物多様性から得られる自然の恵み、いわゆる生態系サー

ビスを持続的に享受していくためには、その基盤となる「緑」の保全が不可欠です。 

 

これらを踏まえ、前計画の取り組み状況を振り返るとともに、市内の緑の現状について整理

を行い、様々な課題解決に資するため、緑の基本計画の改定を行いました。また、前計画に引

き続き、生物多様性の保全を最重要項目の一つとして捉え、生物多様性の保全及び持続可能な

利用に関する基本計画である「生物多様性地域戦略」を策定しました。 

 

本計画の策定に当たっては、緑や生物多様性保全に対する市民の意識、ニーズ等を把握する

ため、市民アンケート調査及びワークショップを開催しました。さらに、市民の皆様の協力を

得て、市内全域で身近な動植物の調査を実施しました。このように、本計画は、市民の皆様の

多くのご協力や貴重なご意見をもとに策定しております。ご協力いただきました皆様に、心よ

り感謝申し上げます。 

 

令和７（２０２５）年３月 

 

国立市長  濵﨑 真也 
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